平成３０年度がん検診に関するアンケート
Ｑ１ あなたの性別をお答えください。
　　　　1.  男性 
　　　　2.  女性 
Ｑ２ あなたの年齢（平成30年1月1日現在）をお答えください。
        1.  20～29歳 　　4. 50～59歳　　
　　　　2.  30～39歳 　　5. 60～69歳 
　　　　3.  40～49歳 　　
　　　　
Ｑ３ あなたのお住まいの市町村（京都市の場合は行政区）をお答えください。
1. 京都市（北区、上京区、左京区、中京区、東山区、山科区、下京区、南区、右京区、西京区、伏見区）    
        2.  向日市    　　　    15.  精華町 
　　　　3.  長岡京市     　　　 16.  南山城村
　　　　4.  大山崎町     　　　 17.  亀岡市
　　　　5.  宇治市        　　　18.  南丹市
　　　　6.  城陽市       　　　 19.  京丹波町
　　　　7.  八幡市       　　　 20.  福知山市
　　　　8.  京田辺市     　　　 21.  舞鶴市
　　　　9.  久御山町     　　　 22.  綾部市
　　　 10.  井手町      　　　  23.  宮津市
　　　 11.  宇治田原町    　　　24.  京丹後市
　　　 12.  木津川市     　　　 25.  伊根町
　　　 13.  笠置町　　　　　　　26.  与謝野町
 14.  和束町      　　　 
　　　                    
Ｑ４ あなたの加入している医療保険の種類を教えてください。
　　 あてはまるものをひとつお選びください。
     ※わからない方は、お手持ちの医療保険被保険者証をご覧の上、お答えください。
1. 市町村国民健康保険

2. 市町村以外の国民健康保険 
　　  3．協会けんぽ （全国健康保険協会○○支部など。旧政府管掌健康保険）  
　　　4.  組合管掌健康保険（「○○健康保険組合」など）  
      5.  共済組合  
      6． その他
Ｑ５あなたの現在の主たる職業は、どれにあたりますか。
　　あてはまるものをひとつお選びください。  
　　1.  勤め（全日） 
　　2.  勤め（パートタイム） 
　　3.  自営業、農業（家業を手伝うものを含む） 
　　4.  専業主婦（主夫） 
    5.　学生
　　6.  無職 
　　7.  その他 
Ｑ６　Q５で、「１．勤め（全日）」と「２．勤め（パートタイム）」と回答した方にお伺いします。勤務先の規模をひとつお選びください。
1. ４人以下

2. ５～４９人

3. ５０～６９９人

4. ７００人以上

Ｑ７次のがん検診（検査）を受けましたか。また、受けた方はどこで受けましたか。
　　それぞれのがん検診の検査ごとに、あてはまるものをお選びください。
· 部位により受診期間が異なりますのでご注意ください。
	
	1
市町村（指定・協力医療機関含む）
	２

職場

（指定・協力医療機関含む）
	３　
人間ドック
	４　

商工会・農協等
	５　

その他(郵送等)
	６

全額自己負担による受診
	７　

医療機関を受診した時
	８

受けていない

	（１）胃がん検診
受診期間：H28.4.1～H30.3.31（２年間）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・胃のエックス線検査（バリウム）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・胃カメラ
	
	
	
	
	
	
	
	

	・胃がんリスク検査・ＡＢＣ検査（ピロリ菌またはペプシノゲンを調べる血液検査）
	
	
	
	
	
	
	
	

	（2） 肺がん検診
(H28.4　受診期間：H29.4.1～H30.3.31（１年間）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・胸部エックス線検査（レ・ントゲン検査）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・喀痰検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	・気管支鏡検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	（3） 大腸がん検診
受診期間：H29.4.1～H30.3.31（１年間）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・便の潜血検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	・大腸のエックス線検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	・大腸の内視鏡検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	（４）乳がん検診

受診期間：H28.4.1～H30.3.31（２年間）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・乳房の視触診検査
	
	
	
	
	
	
	
	

	・乳房のエックス線検査（マンモグラフィ）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・乳房の超音波検査（エコー）
	
	
	
	
	
	
	
	

	（5）子宮がん検診

受診期間：H28.4.1～H30.3.31（２年間）
	
	
	
	
	
	
	
	

	・細胞診検査（妊婦健診）　
	
	
	
	
	
	
	
	

	・細胞診検査（妊婦健診以外）
	
	
	
	
	
	
	
	


Ｑ７でがん検診を1つでも「受けた」と回答した方にお伺いします。
Ｑ８ がん検診を受けたきっかけを教えてください。
　　 あてはまるものをすべてお選びください。　　
１．市町村から個別通知がきたから（あなた宛の郵便物）

２．市町村から無料クーポン券が届いたから
３．市町村または職場の費用補助があるから
４．市町村の広報誌（市民しんぶんなど）や回覧板をみたから

５．かかりつけ医など医療従事者からの声かけや、医療機関からのお知らせ・通知があったからから

６．職場での回覧物、通知をみたから

７．家族や友人からすすめられたから

８．芸能人など有名人のがん闘病に関するニュース等をみたから

９．家族や職場や知人などのがん闘病に関する話を聞いたから

10．がん検診の必要性を理解しているから

11．その他

  　　
Ｑ７でがん検診を1つでも「受けた」と回答した方にお伺いします。
　Ｑ９ がん検診を受けてよかったことは何ですか？

あてはまるものをすべてお選びください。
　　１.　安心感を得ることができた
　　２.　日常生活において健康を意識するようになった
　　３.　検査に対する負担感等が軽減し、継続して受けてみようと思った 
　　４.　まわりの人にも自信をもってがん検診受診を薦められるようになった。

　　５． がんや他の病気を早期発見することができた
６.　その他
Ｑ７でがん検診を1つでも「受けた」と回答した方にお伺いします。
Ｑ１０がん検診（男性は胃・大腸・肺、女性は胃・大腸・肺・乳・子宮）を定期的に受けていますか？ひとつお選びください。
１. すべてのがん検診を定期的に受けている

２. 一部のがん検診のみ定期的に受けている

３.　定期的に受けていない

Ｑ７でがん検診を1つでも「受けていない」と回答した方にお伺いします。 
Ｑ１１ がん検診を受けなかったのは主にどのような理由からですか。
あてはまるものをすべてお答えください。
　　１.　有効性を感じないから

２.  検診日と日程があわなかったから  
　　３.  受ける時間がなかったから  
　　４.  健康に自信があるから  
　　５.  検査の方法に抵抗があるから  
　　６.  病気がみつかるのが怖いから  
　　７.  検診の場所が身近にないから  
　　８.  日時・場所・申込方法を知らないから  
　　９.  かかりつけ医がいるので受ける必要がないから  
　　10.  受けるつもりだったが忘れていた  
    11.  関心がないから
    12.  面倒であるから  
　  13.  費用がかかるから  
　  14.  対象年齢になっていないから

　　15．その他

　 
Ｑ７で「12．面倒であるから」と回答した方にお伺いします。 
Ｑ１２ どのような支援があればよいと思いますか。
あてはまるものをすべてお答えください。
　　１．事前の申し込みが不要

２．スマホやインターネットなど簡単な手続きで申込ができる
　　３．がん検診が一度でまとめて受けられる

　　４．特定健診（メタボ健診）と同時に受けられる

　　５．かかりつけ医など身近な場所で受診できる

　　６．早朝や土日や夜間に受診できる
　　７．コンビニや商業施設など買い物ついでに受けられる

　　８．郵送で受けられる（大腸がんの便潜血検査）

　　９．託児設備がある
　　10.　会場まで送迎バス等がある

　　11．その他

Ｑ11で「13．費用がかかる」と回答した方にお伺いします。 
Ｑ１３　以下のうち，ひとつのがん検診について、どの金額から「費用がかかる」と感じますか。ひとつお選びください。

　　１．　　　５００円以上

　　２．　１，０００円以上

　　３　　１，５００円以上
　　４．　２，０００円以上

　　５．　２，５００円以上

　　６．　３，０００円以上

Ｑ１４がんに対する認識についてお答えください。
	
	　知っている
	    知らない

	（１）どこでがん検診を受けることができるか知っている
	
	

	（２）お住まいの市町村のがん検診は職場などでがん検診の機会がない人（自営業、専業主婦、パート従業員など）も受けることができる
	
	

	（３）自覚症状がある場合は、がん検診ではなくすぐに診察を受けるべきである。
	
	

	（４）がん検診は継続して受診することが大切である
	
	

	（５）子宮頸がんの主な原因はウイルス（ヒトパピローマウイルス）の感染である
	
	

	（６）肝がんの主な原因はウイルス（Ｂ型、Ｃ型）の感染である
	
	

	（７）ヘリコバクターピロリ菌は胃がんの主な原因のひとつである
	
	


Q７の（１）で胃がんリスク検査・ＡＢＣ検査（ピロリ菌またはペプシノゲンを調べる血液検査）を「受けたことがある」と回答した方にお伺いします。
Ｑ１５胃がんリスク検査・ＡＢＣ検査を受けたきっかけはどのような理由ですか。
あてはまるものをすべてお答えください。

　１．テレビ等で知ったから

２．市町村が実施しているから

３．京都府が除菌治療に対する医療費助成をはじめたから
４．職場での定期健康診断や人間ドックの項目にあったから
５．特に理由なし（なんとなく）
６．その他
Ｑ１６肝炎検査についてお訊ねします。
（1） 肝炎について、知っていることはどれですか。あてはまるものをすべてお答えください。

１. 肝炎ウイルス検査は無料で受検することができる
２. 肝炎ウイルスへの感染は採血のみで簡単に調べることができる
３. 肝炎ウイルスは血液や体液を介して感染するため、ピアス・カミソリ・タトゥー等の未消毒の血液が付着するおそれのある器具の使い回しでも感染することがある
（2）肝炎検査を受けたことがありますか。
　１．受けたことがある

　２．受けたことがない

　３．わからない
（2）で「受けたことがある」と回答した方にお伺いします。

（3）どの場面で受けましたか。あてはまるものをすべてお答えください。
１．府保健所や京都市保健センターで受けた
２．府や京都市が委託した医療機関で受けた
３．健康診断や人間ドックに追加して受けた

４．市町村が実施する健康診断に追加して受けた

５．医療機関で入院等の際についでに有料で受けた
６．その他
Ｑ１７　たばこ対策についてお訊ねします
（１）あなたは、現在たばこを吸いますか。 
1． 吸っている 
2． 吸っている（禁煙していたことがある）
３． 吸っていない（過去に吸っていたことがある） 
４． 吸ったことがない
（２）次の施設で、受動喫煙防止対策が十分ではないと思う施設はどこですか。
あてはまるものをすべてお答えください。
※　受動喫煙とは、他人が吸ったたばこの煙を周囲の人が吸ってしまうことです
１．保育園（所）、幼稚園 
２．小・中・高等学校 
３．大学・専門学校 
4． 医療機関 
5． 老人ホーム等の社会福祉施設
6． 官公庁施設
7． 博物館、美術館
8． 公園、体育館などのスポーツ施設
9． 公共交通機関
　10．スーパー、小売店
　11．百貨店、ショッピングセンター
12．ホテル、旅館などの宿泊施設 
13．金融機関、郵便局 
14．劇場、映画館 
15．飲食店 
16．ゲームセンター、パチンコ店等の娯楽施設
（３）あなたは、今までに飲食店等の入り口に禁煙や喫煙可能の表示があれば、利用する際に参考にしていましたか。ひとつお選びください。
 １．参考にしていた
 ２．参考にしていなかった 
３．わからない
（４）国が健康増進法を改正し、２０２０年４月からは、多数の人が利用する施設においては原則屋内禁煙となる見込みです。今後、受動喫煙防止対策のために京都府に望むことを次の中から選んでください。（あてはまるものを３つまでお選びください。） 
１.  受動喫煙の健康への悪影響についての周知を強化する
２.  たばこを吸う人の喫煙マナーをさらに向上させる 
３.  たばこを吸う人が禁煙に取り組みやすい支援体制を充実させる
４.  喫煙室設置のための国の支援制度等について情報提供する
５.  施設が禁煙または喫煙可能か示す表示を徹底させる 
６.  路上など屋外において望まない受動喫煙を防ぐための対策を強化する
７.  家庭内における受動喫煙防止の重要性を普及させる
８． その他
＜参考＞

京都府では平成２４年に受動喫煙防止に関する府民の努力義務や飲食店など受動喫煙対策を表示する活動を定めた「京都府受動防止憲章」を策定しました。この憲章に基づき、喫煙者が周囲の人々に与える健康への影響に配慮し、喫煙マナーを遵守するよう呼びかけていくとともに、公共性の高い施設においては、建物内禁煙を実施するなど受動喫煙防止の取組を進めています。
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